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1． 緒言
馬介在活動及び療法（以下 EAAT）に関する研究

は，主に身体的効果に関する報告や「自閉症児の精神
面，動機づけが改善」（美和他 2005）などの精神的効
果に関する報告が散見されるが，EAAT に参加する
児童の保護者らに対する調査は極めて少数である。美
和らは，EAAT によって児童の「対人関係面」，「言
葉やコミュニケーション面」が改善したと報告してい
る（美和他 2010）。しかし，保護者が感じる EAAT
後の児童の変化について，これを直接取り上げてその
内容の詳細な分析を行った研究は存在しない。

本研究の目的は，収斂的混合研究法の観点から，児
童の障がい像や保護者が感じる EAAT 後の児童の変
化を明らかにすることである。

2． 対象及び方法
EAAT に参加する児童の保護者を対象に無記名自

記式質問紙を配布し，本研究への参加を同意する場合
のみ質問紙への記入・送付することを求めた。質問紙
は 1）個人属性（選択肢を選択する設問），2）「EAAT
後の児童の変化」（自由記述）で構成された。自由記
述された内容の分析には，Berelson, B. の内容分析の
手法を用い，収斂的混合研究法の観点から分析を行っ
た。統計学的解析として，Man-Whitney の U 検定を
実施した（有意水準は 0.05）。解析には，JMP Pro 

12 for Windows を用いた。なお EAAT に用いられた
馬は，適正に飼育され，かつ障がい者乗馬用の訓練を
受けた個体であり，さらに本研究は昭和大学保健医療
学部倫理委員会にて承認を受けた（平成 29 年 5 月 17
日付・承認番号：第 388 号）。

3． 結果及び考察
（なお，以下【】はカテゴリ名，『』は同一記録単位

群を表す。）
配布総数：174 部・有効回答数：52 部（29.9％）・

「EAAT 後の児童の変化」についての分析対象：43 部
（24.7％）・有効記録単位数：107（40 部）・除外記録
単位数：20 であった。内容分析の結果，EAAT 後の
児童の変化は，表 1 に示すように 6 つのカテゴリが
形成された。

最も記載が多かった【身体機能面・動作能力の向
上】では，特に『体幹筋力向上』の記載が多く，その
内訳は肢体不自由児と発達障がい児の両方が含まれて
おり特徴的であった（図 1）。また，『体幹筋力向上』
した児童群は有意にサイドウォーカーの頻度が低く

（表 2），より自立した騎乗ができる児童群であった。
また，このカテゴリでは転倒の減少，歩行や座位など

『動作能力の向上』もみられ，日常生活に良い変化が
起きていることが分かった（表 1）。【馬や動物・自然
に対する好意的な反応の向上】を記載した群では，
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EAAT1 回の時間が有意に長く，ブラッシングや馬具
の取り付けの頻度もそれぞれ有意に高い結果となった

（表 2）。これは，EAAT1 回の時間が多いことや，馬
と触れ合う機会が多くなることで，馬や自然への興
味・愛着が増したと考えられる。【認知・心理発達面・
コミュニケーションの向上】に関し，美和らは，広汎
性発達障がい児の「対人関係」，「ことばやコミュニ
ケーション」の改善を報告したが，今回の調査では，
当カテゴリを記載した群の 63％が肢体不自由児であ
り（図 2），肢体不自由児にも認知・心理発達面の良
い変化がみられた特徴的な所見であった。児童の表情
や表出の変化は「馬」を介して引き出されたものであ
り，EAAT が情緒や発話意欲を向上する効果がある
事が示唆された。

4． 研究の限界
今回の調査は，有効な回答数が 52（回収率 29.9％）

であり，調査をした施設も限られており，回答に協力

を得られた保護者のみのデータであることから，
EAAT に参加する全ての児童の「EAAT 後の児童の
変化」のデータとして表すことはできない。今後は，
今回得られた知見をもとに，さらなる調査を進め， 
EAAT の効果を明らかにし，馬の介在する活動を普
及させていきたい。
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表 1　�「保護者が感じるEAATを開始してからの児童の変化　n ＝ 107

表 2　項目間の関係
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